












































はじめに 

 乳児健診の目的の一つに障害児の早期発見があり,発見された障害児を治療や療育に結

びつけることが重要であるが,確定診断の遅れや,診断後の治療や指導をうけるシステムは

確立されていない。 

 心身障害児対策は,発生予防,早期発見,早期治療からさらには早期療育へ,又地域におけ

る保健婦等によるフォローアップまでが,出生前から乳児期,幼児期へと一貫したシステム

のもとに進められることが重要となる。 

 以上のような考えに基づき.システム確立のための研究に昭和 55 年より取り組んだ。55

年,56 年度と早期発見,早期治療ルートづくりの為,3～4 か月児健診地区を拡大してきた。 

 3～4 か月児健診(二次健診)が効果的に機能するよう,出生から乳児健診をうけるまでの

3～4 か月間に一定の方式を見い出すべく,危険因子チェックカードも作成し,実施を試み

た。同時に母子保健水準の向上を目ざし,保健婦研修も実施してきた。 

 母親の障害児妊娠時の状況から,児の現在の状況までの経過について調査し,障害児(3

歳から 18 歳まで)の健康管理の進め方についても検討した。 


